
別紙2（様式1）          研究事業評価調書（平成28年度）     平成29年1月19日作成 

事業区分 経常研究（応用） 研究期間 平成29年度～平成31年度 評価区分 事前 

研究テーマ名 低コストで高機能な発光サイン用導光板の開発 

（副題） （導光板用金型をレーザ加工で安価に作製することで低コスト・高機能な発光サインを実現
する） 

主管の機関・科（研究室）名 研究代表者名 工業技術センター・電子情報科 田中博樹 

＜県総合計画等での位置づけ＞  

長崎県総合計画 チャレンジ2020 

戦略7 たくましい経済と良質な雇用を創出する 

  （2） 地域経済を支える産業の強化 

    ⑥ 企業の技術力向上 

ながさき産業振興プラン 

基本方針（1） 生産性/競争力を高める 

  施策の柱③ 技術力の向上 

    重点施策（ア） 工業技術センター及び窯業技術センターによる県内

企業の技術力向上支援と産学官連携による研究開

発の支援 

1 研究の概要(100文字) 

金属板にレーザ加工を施すことで、任意の図柄の導光板用金型を安価に作製する技術を確立する。さらに、加

工形状等を工夫することで、光源照射方向により発光パターンを切替可能で高輝度な導光板を実現する。 

研究項目 

①発光パターンの切替に最適なドット形状の検討及び検証 

②金型形状の検討及び金型試作 

③金型によるドット形成条件の検討 

④発光パターン切替型導光板の設計及び試作 

2 研究の必要性 

1） 社会的・経済的背景及びニーズ 

アクリル製の導光板は、液晶パネルや看板のバックライトに用いられる他、最近では、任意の図柄で発光す

るようパターンを作り、導光板そのものを看板として利用する製品（発光サイン）も出てきている。このような発

光サインは、アクリル板に無数のドットを付けるレーザ加工を一枚一枚行う方法が一般的であり、より量産性の

高い製造技術を確立し低コスト化することが求められている。 

 

2） 国、他県、市町、民間での実施の状況または実施の可能性 

民間企業において、導光板の製造技術改善のための研究開発が実施されているが、発光サイン用導光板

の金型開発に関する取り組み事例は少ない。さらに、発光パターンの切替といった高機能化の取り組み事例

は他にない。 

3 効率性（研究項目と内容・方法） 

研究 

項目 
研究内容・方法 活動指標  

H 
29 

H 
30 

H 
31 

H 
 

H 
 

単位 

① 

光学設計・シミュレーション解析により、

発光パターンの切替に最適なドット形状

を検討し、検証を行う。 

・ドット形状検討 

・検証実験 

目標 1 1    
件 

実績      

② 

発光サイン用金型の形状を検討し、金

型とする金属板に所望の加工跡を付け

るためのレーザ加工条件を探索する。 

・金型形状の検討 

・レーザ加工条件

の探索 

目標  2    
件 

実績      

③ 

試作した金型を用いて最適ドット形状を

安定的に形成できる加工条件を探索す

る。 

金型によるドット形

成条件の探索 

目標   1   

件 
実績      

④ 
発光パターン切替型導光板を設計・設

計し、機能を評価する。 

・導光板の発光パ

ターン切替機能の

評価 

目標   1   
件 

実績      



1） 参加研究機関等の役割分担 

基本的な技術の開発については工業技術センターが単独で実施する。実用化については県内企業と共同で

実施する予定であり、研究期間中から実用化を見据えて県内企業から意見聴取し、それを適宜研究内容に反

映しながら進める。 

 

2） 予算 

研究予算 
（千円） 

計 
（千円） 

人件費 
（千円） 

 
研究費 
（千円） 

財源 
国庫 県債 その他 一財 

全体予算 21,091 15,000 6,091    6,091 
29年度 7,091 5,000 2,091    2,091 
30年度 7,000 5,000 2,000    2,000 
31年度 7,000 5,000 2,000    2,000 

        
※ 過去の年度は実績、当該年度は現計予算、次年度以降は案 
※ 人件費は職員人件費の見積額 
 

（研究開発の途中で見直した事項） 

 

4 有効性 

研究 

項目 
成果指標 目標 実績 

H 
29 

H 
30 

H 
31 

  得られる成果の補足説明等 

① 最適なドット形状 1件  1     
発光パターンの制御性がよく高輝度化が
期待される最適なドット形状を特定する。 

② 金型の試作 1件   1    
①で特定したドットを形成するための金型を試
作する。 

③ ドット形成条件 1件    1   
②で作製した金型を用いて、所望のドット形状
を安定的に形成できる条件を特定する。 

④ 導光板試作 1件    1   
実用化検討のために、発光パターン切替型
導光板を試作する。 

1）従来技術・先行技術と比較した新規性、優位性 

提案する手法により、安価に導光板用金型を作製することができると見込まれるため、従来手法と比較して

低コストで発光サインの量産が可能となる。さらに、光源照射方向により発光パターンを切替えるのはこれまで

にない新たな取り組みであり、これが実現すれば、発光パターンの切り替えに必要な導光板の枚数を半減で

き、材料減と製造時間の短縮によるさらなる低コスト化が可能となる。 

 

2）成果の普及 

■研究成果の社会・経済への還元シナリオ 

導光板製造技術を県内企業に技術移転し、発光サインの製品化を図る。また、ドット形状等の光学設計・シミ

ュレーション解析で蓄積されるノウハウは、その他光学製品を開発する県内企業への技術支援に役立てる。 

■研究成果による社会・経済への波及効果の見込み 

LED を光源とする発光サイン国内市場規模は 60 億円以上あり、各種施設等の新設や建て替えにより、今後

も需要が増加すると考えられている。開発する技術により、同市場内での県内企業のシェア拡大が見込まれ

る。 

 

（研究開発の途中で見直した事項） 

 



別紙2（様式2）                       研究評価の概要 

種

類 
自己評価 研究評価委員会 

 

 

事 

 

前 

（28年度） 

評価結果 

(総合評価段階：A) 

・必 要 性 A 

 アクリル製導光板を用いた発光サインは、今後も需

要の拡大が見込まれており、より高機能な発光サイン

を量産性の高い方法で製造することが求められてい

る。これについては、県内企業からも強いニーズがあ

るが、他所において、量産性を高めるために発光サイ

ン用導光板の金型を開発している事例は少なく、光源

照射方向による発光パターンの制御といった高機能

化の取り組みは行われていないため、実施する必要

性は高い。 

 

・効 率 性 A 

 当センターには光学部材を光学設計・シミュレーショ

ン解析を実施する環境が既にあり、レーザによる表面

加工についての技術的蓄積もあることから、各研究項

目の実施体制に問題はなく、研究期間中から実用化

を見据えて県内企業から意見聴取し、それを適宜研

究内容に反映しながら進めることとしており、効率性

は高い。 

 

・有 効 性 A 

 提案する手法により、従来手法と比較して低コストで

発光サインの量産が可能となるため、発光サイン市

場における県内企業のシェア拡大が見込まれる。ま

た、本研究で蓄積される光学設計・シミュレーション解

析のノウハウは光学製品を開発する県内企業への技

術支援に活用することができる。以上のことから、本

研究の有効性は高い。 

 

・総合評価 A 

 産業界の具体的なニーズに基づいて研究が企画立

案されており、当センターの保有設備や蓄積されたノ

ウハウを有効活用し、県内企業と連携をとりながら進

める計画で、研究成果を実用化するための取り組み

も盛り込まれていることから、実施すべき研究であ

る。 

 

（28年度） 

評価結果 

(総合評価段階：A) 

・必 要 性 A 

 発光サイン用導光板は、人の誘導や案内表示など

さまざまな場所での活用が期待でき、低コストで任意

の図柄の導光板を実現するためにパターン切替や安

価な金型加工技術の確立を目指す本研究の必要性

は高い。 

 

 

 

 

 

・効 率 性 A 

 最適ドット形状や成型条件など検討すべき課題は多

いが、目標は明確であり、研究期間の適切な設定や

シミュレーションの活用など効率性が高い計画となっ

ている。 

 

 

 

 

・有 効 性 A 

 発光パターン切替やレーザー加工による金型加工

の技術は既存商品に対して低コスト大量生産の観点

から優位性はあるが、ドット形成の再現性や加工条件

などを慎重に検討してほしい。 

 

 

 

 

・総合評価 A 

 ニーズの高い発光サイン用導光板の製造コスト低

減に寄与する技術であり有効性は高い。ドット形成の

再現性や製品の高品質化について十分検討するとと

もに、任意図柄作製及び発光パターン切替の特長を

活かせる製品イメージやコスト低減の数値目標を明確

にして研究を進めてほしい。 

 対応 対応 

 指摘のあったドット形成の再現性や加工条件などの

課題については、品質工学の手法を用いるなどして、

安定した品質が得られる条件を効率的に導出する。 

 また、製品イメージやコスト低減の数値目標につい

ては、技術移転先企業と十分に協議し、早期に明確化

していく。 



 

 

 

途 

 

中 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

 対応 対応 

 

 

事 

 

後 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

 対応 対応 

 
 


